
031-M 知りたいこと図鑑 みっけ KADOKAWA
069-O ミュージアムと生きていく 大澤夏美 文学通信
081-I-2021 検証政治とカネ　（岩波新書） 上脇博之 岩波書店
081-I-2022 環境とビジネス　（岩波新書） 白井さゆり 岩波書店
081-I-2023 表現の自由　（岩波新書） 市川正人 岩波書店
081-I-2024 戦争ミュージアム　（岩波新書） 梯久美子 岩波書店
081-I-2025 記憶の深層　（岩波新書） 高橋雅延 岩波書店
081-I-988 野生生物は「やさしさ」だけで守れるか?　（岩波ジュニア新書） 朝日新聞取材チーム 岩波書店
159-H 10代のきみに読んでほしい人生の教科書 肘井学 KADOKAWA
159-S 完璧じゃなくていい、勇気ある女になろう レシュマ・サウジャニ 海と月社
209-Y 世界史と地理は同時に学べ! 山﨑圭一 SBクリエイティブ

361-K アメリカの中高生が学んでいる話し方の授業 小林音子 SBクリエイティブ

366-N-104 花屋さんになるには 戸田恭子 ぺりかん社
376-T 乳幼児は世界をどう理解しているのか　（ポプラ新書） 外山紀子 ポプラ社
420-K クレーンゲームで学ぶ物理学　（インターナショナル新書） 小山佳一 集英社インターナショナル

913 480-I いきものづきあいルールブック 一日一種 誠文堂新光社
オ 498-M ヴィーガン探訪　（角川新書） 森映子 KADOKAWA

596-K 心も体も強くなる成長期応援!ぐんぐんレシピ 小泉勇人 幻冬舎
596-R お茶を楽しむ教科書 世界のお茶専門店ルピシア 協力 ナツメ社
596-R コーヒーを楽しむ教科書 井崎英典 監修 ナツメ社
596-Y 洋菓子を楽しむ教科書 吉田菊次郎 ナツメ社
611-S 食べ物でたどる世界史 トム・スタンデージ 楽工社
713-K キボリアル キボリノコンノ 玄光社
726-F チャイコフスキーの白鳥の湖 ケイティ・フリント 大日本絵画

913 726-F チャイコフスキーの眠れる森の美女 ケイティ・フリント 大日本絵画
キ 726-ｼ パンどろぼう 柴田ケイコ KADOKAWA

767-K あたしアイドルじゃねぇし!!! きゃりーぱみゅぱみゅ 東京ニュース通信社

910-K 平安の文豪　（ポプラ新書） 河合敦 ポプラ社
911-O 水上バス浅草行き 岡本真帆 ナナロク社
913-ｱ サンショウウオの四十九日 朝比奈秋 新潮社
913-ｱ-6 菜の花食堂のささやかな事件簿　人参は微笑む　（だいわ文庫） 碧野圭 大和書房
913-ｲ ツミデミック 一穂ミチ 光文社
913-ｵ モノ 小野寺史宜 実業之日本社

913 913-ｶ-2 クローゼットファイル　仕立屋探偵桐ヶ谷京介　（講談社文庫） 川瀬七緒 講談社
コ 913-ｷ 春のほとりで 君嶋彼方 講談社

913-ｺ 5分で読める!誰かに話したくなる怖いはなし　（宝島社文庫） 『このミステリーがすごい!』編集部 編 宝島社
913-ﾄ-6 薬なければ病なし　薬剤師・毒島花織の名推理　（宝島社文庫） 塔山郁 宝島社
913-ﾅ-2 銀河の図書室 名取佐和子 実業之日本社
913-ﾆ 夏休みの空欄探し　（ポプラ文庫） 似鳥鶏 ポプラ社
913-ﾑ-11 コンビニたそがれ堂　夜想曲　（ポプラ文庫） 村山早紀 ポプラ社
913-ﾕ-1 本日のメニューは。　（集英社文庫） 行成薫 集英社
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　県立野亜高校には宮沢賢治を研究する「イーハトー部」という図書室を借りて活動している弱
小同好会があります。その部長だった風見先輩は、岩手への修学旅行から帰ってきてから学校
に来なくなってしまいました。楽しみにしていた修学旅行で何かあったのか？そして、先輩が唯一
残した「ほんとうの幸いは、遠い」という言葉にはどんな意味があるのか？　新入部員も加わった
イーハトー部の部員たちは、風見先輩がいなくなった謎と言葉の意味を宮沢賢治の作品から探
し出そうとします。

 先月から、お隣の立川幼稚園の園児たちが図書館に遊びに来てくれていま
す。高校の図書館になぜと思うかもしれませんが、保育士希望の生徒が多くい
ることや家庭科の授業で活用することがあるため、絵本をたくさん所蔵してい
るのでお招きしました。園児たちは、その絵本を目をキラキラさせて読んでいま
した。皆さんも小さい頃は本が好きだったはず。高校生になってもその気持ちを
忘れないでほしいなと思います。

立川女子高等学校図書館　　

今月の新着図書から

『モノ』

　皆さんにとっては立川を走る多摩モノレールのほうが馴染みがあると思いますが、飛行機に乗
るために羽田空港に行く時にモノレールに乗ったことがある人もいるでしょう。そちらのモノレー
ル、東京モノレールが舞台の小説です。
　深夜ドラマで東京モノレールのドラマを作りたいと依頼があり、総務部の清藤が窓口として担
当するところから始まります。そして、運転手、駅員、保守作業をする人など、東京モノレールで働
く人たちが紹介されていくお仕事小説です。

名取佐和子/著　　　　　実業之日本社

『5分で読める!誰かに話したくなる怖いはなし』

小野寺文宜/著　　　　　実業之日本社

『銀河の図書室』

『春のほとりで』

　同じ高校に通う高校生たちが主人公の短編集です。
　恋心を言えないまま友だちつきあいをしている男の子、小学校時代の黒歴史を知っている同級
生がクラスメイトにいる女の子、SNSでバズっている友人に劣等感を抱く男の子、マンガを描い
ていることをバカにされるのが怖くて言えない女の子など、出てくる高校生は陽キャもいれば陰
キャもいます。どちらも悩みを抱えているのは一緒。そして、最後に「あー、そういうこと！！」という
展開が待っています。

　10人の作家による３０の怖い話が収録されている短編集です。書名に5分で読めるとあります
が、とても短いお話から5分で読むのは難しいかもしれない話（でも10分あれば読めるでしょ
う）まで様々なので、怖さの程度もいろいろです。
　朝の読書の時間に、長いお話を読むのが苦手な人は、こういった短めの話がたくさん入ってい
る作品を読んでみるのが良いでしょう。そして、その中で自分が気に入った話を書いている作家
さんの本を次から読んでみるのも良いですよ。

君嶋彼方/著　　　　　講談社

『このミステリーがすごい！』編集部/編　　　　　宝島社


